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い道 を意味す る｡ 火 とは,衆生の眠意 (しん
い)つ まり ｢怒 り｣ を意味 し,水 とは,衆生の
貧愛 (とんあい)つ まり ｢好 ましいもの-の執
着 ･愛着｣を意味 し,この火 と水 とに挟 まれた
細い一条の日通が,浄土往生 を願 う清浄の信心
だといわれる｡ こころとは,怒 りと愛着 とに挟
まれて,辛 うじて通 じている細い白い道であ
り,その道 もけっして真 っ直 ぐではない｡
あ わ り に
｢こころの健康｣ とい う表題の もとで,本来
なら, うつ病にならないために,ノイローゼに
ならないために, また精神病 にな らないため
に,こころの健康 をどう維持 ･増進すべ きかを
述べねばならなかったか もしれない｡また,近




しか し,｢こころのあ りか｣ はさほど単純で
はない｡ まずは,こころの多様性 を,筆者な り
に辿ってみたいと考 えて,その多様性からのア
プローチの 1つを試みたにすぎない｡
というのも ｢日々の健康づ くり｣ という今回
のメイン ･テーマにそって,今 日あまりに ｢健
康｣ という言葉が反乱 し,健康が素晴 らしいも

























注 と 文 献
1) ｢全体は部分の総和以上である｣ことは,古く
からゲシュタル ト理論の説くところ. ｢個々の
神経細胞の機能 (脳機能)からその総和以上の
性質 (こころ)が発現する｣ことを,ノーベル
賞受賞脳生理学者ジョン･C･エックルスは
｢創発｣と呼んだ.彼は ｢記憶や運動統御など
は現在の科学的方法で進歩するであろうが,知
覚や自由意志における [精神一脳]関連の問題
は,いまだに研究方法は発見されておらず,料
学を完全に変えることによってのみ解決される
だろう｣としている (『心は脳を超える』紀伊
国屋書店,1989).
2)Ⅰ.-3で言及するが,こころは,身体の臓器の
ように,それだけを単独に取り出して考察の対
象とすることはできない.こころが生活世界と
の関連ぬきには捉えられないことを鋭 く指摘
し,自然科学の方法論にいち早く疑義を呈した
のはエ ドムント･フッサ-ルである (『ヨー
ロッパの学問の危機と先験的現象学』世界の名
著62 中央公論社,1980(原著は1935)).
3)ヤスパースは, ｢精神は疾病概念と健康概念と
の対立の彼岸にある｣として,精神の超越性を
主張 した (『精神病理総論』岩波書店,1953
(原著第 1版は1918)).
4)古代から,こころ (魂)を ｢形あるもの｣に
よって表現しようとしてきた試みの数々につい
ては,多田智満子 『魂の形について』(白水社,
1981)に詳しい.そこでは,魂の勾玉 (火の
玉,魂-たま)に,あるいは蝶のような翼ある
ものになぞられようとしてきた歴史的営みが,
多くの文献から紹介されている.
5)ここではWHOが ｢健康｣を定義する際に難
渋した事実を思い起こしたい.健康は定義でき
にくい.それは,坐,幸福,豊かさ,真実など
が定義しにくいのと同様であろう.生にはいつ
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死が訪れるかもしれない.幸福にはいつ不幸が
襲ってくるかもしれない.死は規定できるが,
生は規定できない.否定なしにはそもそも厳密
な規定は不可能であることを,スピノザは ｢あ
らゆる規定は否定である｣という命題で提出に
している (『ェチカ』世界の名著25 中央公論
社,1969).
6)フランツ ･カフカの 『淀の門』にしろ,軟石の
『門』にしろ,その門に入るのは,主人公その
- 67-
人だけにしか許されていない.私の門は私だけ
に入ることを許される (しかし,その門をくぐ
ることはいつまでもできない.｢(彼は)その門
を通る人でもなく,また門を通らないで済む人
でもなかった.要するに彼は門の下に立ち疎ん
で 日の暮れるのを待つべ き不幸な人であっ
た｣).それほどまでに,門もまその人個人の特
殊性からなるもの,ひとり性にあるものであろ
う.
